
最近の新薬の開発状況最近の新薬の開発状況
○○対象疾患：患者さん・医療現場のニーズが高く、治療満足度及び薬剤貢献度の低い疾患対象疾患：患者さん・医療現場のニーズが高く、治療満足度及び薬剤貢献度の低い疾患
（アンメット・メディカル・ニーズ）に対する新薬開発が増加する一方、後発品使用促進により、（アンメット・メディカル・ニーズ）に対する新薬開発が増加する一方、後発品使用促進により、
治療満足度の高い疾患に対する新薬開発は減尐治療満足度の高い疾患に対する新薬開発は減尐
○創薬技術：医療現場と連携し、ゲノム科学の応用による病態解明に基づく創薬の進展、○創薬技術：医療現場と連携し、ゲノム科学の応用による病態解明に基づく創薬の進展、
低分子化合物に加えバイオ医薬品（抗体など）の開発進展低分子化合物に加えバイオ医薬品（抗体など）の開発進展

33出所：医薬産業政策研究所（2009年5月作成）

＜治療満足度（2005年）別にみた新薬の開発状況（2009年５月時点＞
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